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１．はじめに

平成20年度学習指導要領の改訂にあたり、社会の

変化への対応の観点から教科を横断して改善すべき事

項の1つとして「ものづくり」が挙げられている1）。

これは、今日の社会においては、家庭や地域の中で子

どもが実際にものを作るという経験が減少しており、

学校教育の中で全ての子どもにものづくり経験を保障

することが重要であると考えられていることによる。

一般教育において工作教育がいち早く導入されたフィ

ンランドでは、ものづくりは職業能力を得るという意

味合いではなく、器用さや思考の発達を促すことを目

的として行われている2）。これからの知識基盤社会を

生き抜く現代の子どもには、自ら課題をもち、主体的

に取り組むことができるものづくりや体験活動などの

充実が今後より一層重要になるとされている3）。

一方、我が国では義務教育段階において、技術やも

のづくり自体について学ぶ教科は中学校技術・家庭科

の技術分野（以下、技術科とする。）しか位置づけら

れていない4）。小学校段階では、生活科や理科、図画

工作科、総合的な学習の時間など、様々な時間にもの

づくりが行われているが、それぞれの教科等によって

位置づけが異なる。そのため、ものづくりに対する子

どもの意識や意欲について考慮しているものの、それ

ぞれの目標を達成することが優先され、本来のものづ

くり教育の意義が軽視されている。具体的には、もの

づくり教育では体験的に知識・技能を習得することが

でき、思考・判断・表現を繰り返すことで、子どもが

主体的に学ぶことができる。これらのことを十分に活

かすためには、ものづくりを教科の枠組みのみで捉え

るのではなく、子どもの意識や意欲などの発達段階に

即したものづくりが必要であると考える。

本研究は、ものづくり教育を子どもの発達の視点か

ら捉え直すことで、子どものものづくりへの関心・意

欲を高め、継続的な発達を促すとともに、教科の目標

をより良く達成することができるものづくり教育を提

案することを目的としている。

２．研究の方法

本研究では、ものづくり教育を子どもの視点から捉

え直すために、次に示す2つのことについて検討する。
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要 旨

学校教育では、子どもが自ら課題をもち、主体的に取り組むことができる体験活動やものづくり教育の充実

が重要視されている。義務教育段階では、ものづくりや技術そのものについて学ぶ教科は中学校技術・家庭科

の技術分野しかないが、ものづくりを取り入れている教科等には小学校の生活科や図画工作科、理科、総合的

な学習の時間などがある。これらの教科等でのものづくりは、子どもの興味・関心や意欲などを考慮している

ものの、ものづくり自体はそれぞれの目標を達成するための手立てと考えられている。そのため、ものづくり

が本来内在している、子どもの発達を促す教育効果を十分に発揮しているとは言い難い。

本研究では、ものづくり教育を子どもの発達の視点から捉え直すことで、子どものものづくりへの興味・関

心を高め、継続的な発達を促すとともに、さらにそれぞれの教育目標をより良く達成することができるものづ

くり教育を提案し、検証する。

＊ 三重大学教育学部技術・ものづくり教育講座

＊＊ 伊賀市立壬生野小学校（元三重大学教育学部 学部生）



（1）子どもの発達段階とものづくり

（2）子どもにおけるものづくりの実際

次に、これらの検討結果を基にして、小学校教育に

おけるものづくり教材を開発する。最後に、この教材

を用いた教育実践を行い、その有効性を検証する。

３．子どもの視点から捉えたものづくり教

育の検討

子どもの発達段階やものづくりに対する意識や意欲

について検討し、子どもの視点からものづくり教育を

捉え直すことを目的として、次の2つの観点から検討

を行う。

（1）子どもの発達段階とものづくり

これまでのものづくりを子どもの認知的発達と社会

的発達の2つの視点から検討し、子どもの発達段階に

おけるものづくり教育の位置づけについて検討する。

（2）子どもにおけるものづくりの実際

小学生までの子どもを対象に、ものづくりに関する

アンケート調査を行い、その結果を分析し、検討する。

３．１ 子どもの発達段階とものづくり

今日の義務教育段階での学校教育において行われて

いるものづくりについて、教科ごとに検討する。まず、

生活科5）で行われているものづくりは構想したことを

試しながら作る『試作的なものづくり』と、遊びに使

うおもちゃを作る『遊び道具的ものづくり』と捉える

ことができる。図画工作科6）で行われているものづく

りは、情操教育としての役割が大きいため『表現的も

のづくり』を中心に、『遊び道具的ものづくり』と捉

えることができる。理科7）で行われているものづくり

は、実験をする際の道具を作るという『道具的ものづ

くり』と、知識の活用の場面として行う『実験的もの

づくり』と捉えることができる。技術科8）で行われて

いるものづくりは、『生活道具的ものづくり』と、よ

り社会的な視点で考える『工学的ものづくり』と捉え

ることができる。これらのことから、学校教育で行われ

てきたものづくりは大きく『表現的ものづくり』『遊び道

具的ものづくり』『生活道具的ものづくり』『試作的もの

づくり』『実験的ものづくり』『工学的ものづくり』『文

化的ものづくり』の7つに分けることができると考える。

それぞれのものづくりの特徴を表1に示す。

次に、子どもの発達段階とものづくりについて検討す

る。子どものものづくりに対する意識や意欲は、発達段

階に即して変容していく。ピアジェの認知的発達段階9）

によると、乳児期の感覚的に認知する感覚運動期から、

幼児期の前操作期を経て、小学生に入る頃には具体物

を使って理解する具体的操作期になる。小学校高学年

頃から仮説を立てることができ、より抽象的な思考が可

能になる形式的操作期に移行していく10）。一方、社会的

発達段階においては、自己中心性が強い幼児期から、

小学校に入学し、集団の中で過ごすようになり、さらに

社会に目を向けて行動できるようになる。つまり、人は

個人から集団を経て社会的な存在と発達していく。

これらのことから、縦軸を認知的発達での《感覚》と

《理論》、横軸を社会的発達での《個人》と《社会》

として、7つに分類したものづくりを位置づけると図1の

ように表すことができると考える。

『表現的ものづくり』は個人の思いや願いを表すこ

とから、《個人》・《感覚》に位置する。『文化的もの

づくり』は思いや願いを表現しようとする点では表現

的ものづくりと同様だが、それが社会的に認められ、

受け継がれてきたことから横軸では《社会》寄りに位

置する。『試作的ものづくり』は思いついたことをやっ

てみるという個人の活動であり、また思いついたこと

は《感覚》・《理論》のどちらも含まれると考えられ

る。『実験的ものづくり』は試作よりも、科学的根拠

に基づいたものづくりとなるため縦軸では《理論》寄
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表1 義務教育段階でのものづくりの分類

ものづくりの種類 特 徴

表現的ものづくり 自分の思いや願いを表現する。

遊び道具的ものづ

くり

周りの状況や人との関係の中から

欲求が生まれて作る。特に遊びの

中で使うものを作る。

生活道具的ものづ

くり

周りの状況や人との関係の中から

欲求が生まれて作る。特に実際に

生活の中で使うものを作る。

試作的ものづくり 思いついたことを試しながら作る。

実験的ものづくり 実験などから得た既習の知識を基

に仮説を立てて作る。

工学的ものづくり 数学や自然科学での法則を用いて、

快適な環境を構築するために作る。

文化的ものづくり 昔から伝わってきたものを作る。

図1 子どもの発達とものづくりの位置づけ



りに位置すると考える。『生活道具的ものづくり』は

自分だけでなく他者が使うことを意識してものを作る

ため、横軸では《社会》寄りに位置する。また、生活

に使うためには精度や強度も必要になることから、理

論に基づいたものづくりが必要になるため、縦軸では

《理論》寄りに位置する。『工学的ものづくりは』集

団レベルでのものづくりではなく、社会全般を視野に

入れたものづくりであることから、『生活道具的もの

づくり』よりもさらに横軸では《社会》寄りに位置す

ると考える。『遊び道具的ものづくり』は《感覚》と

《理論》、《個人》と《社会》の全てに発展する活動

であると考える。なお、これらのものづくりは重なる

部分があり、相互に関連している。

３．２ 子どもにおけるものづくりの実際

小学生までの子どもにものづくりに関するアンケー

ト調査を質問紙（資料1）を用いて行い、その結果を

分析して検討する。なお、本調査は、大学の地域連携

活動の一環で実施した、ロボット操作体験に参加した

子どもを対象に行った。具体的には、乳児（2歳）6

名、幼児期前期（3・4歳）25名、幼児期後期（5・6

歳）18名、小学校低学年23名、小学校中学年12名、

小学校高学年13名の合計97名から回答を得ることが

できた。ただし、小学校入学前の子どもについては質

問紙を基に本人と保護者からの聞き取りで行った。

質問事項は、問1として「ものづくりは好きですか」

を設定し、4件法（とても好き・どちらかと言えば好

き・あまり好きでない・全然好きでない）で回答を求

めた。次に、問2として「どのようなものづくりが好

きですか」を設定し、具体的にどのようなものづくり

が好きかを先に分類した7つのものづくりの中から複

数回答を求めた。最後に、問3として「ものづくりを

していて楽しいと感じる時はいつですか」を設定し、

想定される回答群（自由発想、模倣、構想・設計、没

入、再構想、ひらめき、改良、修理、知識理解、技能、

達成、主観的試作、客観的試作）を示し、その中から

複数回答を求めた。なお、本調査についてはロボット

操作体験前に行った。以下、アンケート調査の結果を

示し、検討する。

問1のものづくりに対する好き嫌いの結果を図2に

示す。

ロボット操作体験に参加したほとんどの子どもは、

ものづくりを好意的に捉えていることが分かる。ロボッ

トに興味がある子どもは、ものづくりに対しても興味

をもっていることが多いのではないかと推察される。

次に、問2の具体的にどのようなものづくりが好き

かの結果を図3に示す。

『表現的ものづくり』を好む割合は乳児が最も高く、

年齢が上がるごとに減少傾向にある。このことから、

子どもは『表現的ものづくり』を起点とし、年齢が上

がるごとに様々なものづくりを行うようになると考え

られる。『遊び道具的ものづくり』については幼児期

前期から小学校高学年まで一定の高い数値を示してい

る。このことは、遊びはどの発達段階の子どもにおい

ても高い関心があり、ものづくりの意欲を高める重要

な要素の1つであると考えられる。『生活道具的もの

づくり』については小学校高学年になると急激に関心

が高まることが示された。これは、年齢が上がるに従

い、抽象的な思考が可能になるため、設計図や説明書

を見ながら見通しをもって製作することが可能になる

からではないかと考える。また、『実験的ものづくり』

についても学年が上がるごとに増加傾向にある。年齢

が上がるに従い推論が可能になることや、理科の授業

でも科学的なものづくりを行う機会が増えることが要

因として考えられる。

最後に、問3の子どもがものづくりで楽しいと感じ

るときについての結果を図4に示す。

自由発想や達成に楽しいと感じている子どもの割合

が、全ての年齢に共通して高いことが示され、没入や

ひらめきはそれらに次いで高い割合を示している。一

子どもの発達段階に即したものづくり教育の提案
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図2 子どものものづくりに対する好き嫌い

図3 子どもが好きなものづくり



方、改良については全体的に少ないが、年齢が上がる

ごとに増加傾向を示している。これは、年齢が上がる

に従い推論が可能になるため、自ら課題を把握して、

解決できるようになるためではないかと考えられる。

また、成長に伴い、1つのものを作り込むための集中

力も高まるからではないかと考える。さらに、改良す

ることは作り終えたときの達成感や愛着をより感じる

ことができ、ものづくりへの関心が高まるのではない

かと考えられる。以上のことから、改良を取り入れた

ものづくりは幅広い発達段階の子どもを対象に行うこ

とが可能であり、子どもの継続的な発達を促す上で有

効ではないかと考える。

４．子どもの発達段階に即したものづくり

での教材の提案

先の検討結果を基に発達段階に即したものづくり教

材を提案する。具体的には、小学校低学年から高学年

まで幅広い発達段階の子どもを対象とするものづくり

教材を提案する。この教材の位置づけを図5に示す。

この教材は、7つに分類したものづくりの中で、特

に今までの経験などから何度も試して作る『試作的も

のづくり』と、実験結果を基にして作る『実験的もの

づくり』、遊びの中で作り込むことができる『遊び道

具的ものづくり』、色や形を工夫して作る『表現的も

のづくり』を行うことができるものである。この教材

とそれを用いた学習過程について、以下にその詳細を

解説する。

題材名は「ひらめきおもちゃづくり－オリジナルの

車を作ろう－」で、ここでの実習教材（基本形）を図

6に示す。

この実習教材の特徴として、ペットボトルのキャッ

プやストローや竹ひご、プラスチック段ボール、工作

用紙、紙粘土などの身近な材料を用いて車を作ること

と、位置エネルギーを用いて走行させることが挙げら

れる。この教材を用いた学習過程を表2に示す。また、

目標については以下の4つを設定した。

・自分だけのオリジナルの車を作り、改良していく活

動を通して、より良いもの作ろうとすることができ

る。（関心・意欲・態度）

・位置や重さを変えるとエネルギーの大きさが変わる

ことを理解することができる。（知識理解）

・カッターナイフやきり、リーマーなどの工具を安全

に使うことができる。（技能）

・抵抗や摩擦のことを考慮して、タイヤの位置や車体

の形、重さなどを工夫し、そのことを自分で説明す

ることができる。（思考・判断・表現）

学習過程において、製作前に演示する実験1・2は

位置エネルギーと運動エネルギーの関係についての実
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図５ 幅広い発達段階の子どもを対象とするものづく

り教材の提案

図6 実習教材（基本形）

表２ 題材「ひらめきおもちゃづくり」での学習過程

学習活動 時間 指導者のはたらきかけ

１．体験の内容を知

る。

２．車の演示実験を

見る。

5分 ・遠くまで進むオリジナル

の車をつくることを伝える。

実験１：「高い位置からスタートする車」と「低い位

置からスタートする車」では、どちらの方

が箱を遠くまで運ぶだろう？

図４ 子どもがものづくりで楽しいと感じるとき



験であり、実験3・4は重さと摩擦についてのもので

ある。これらの実験をすることにより、子どもたちは

科学的な視点を車づくりに取り入れることができると

考える。なお、ここでは「遠くまで進む車を作ろう」

と課題を設定して行うが、テーマは「オリジナルの車

を作ろう」としており、課題にとらわれず、かざりづ

けを優先する子どもに対してはそれを容認し、子ども

の主体性を重視することとする。このことにより、幅

広い発達段階に対応することができると考える。以下、

本題材で用いる教材についてその詳細を解説する。

（1）車を走らせる傾斜板

製作する車は位置エネルギーにより走行する。そのた

め、車を転がす傾斜板を作成する必要がある。傾斜板に

ついては演示実験で用いるものと、試走や記録の時に用

いるものの2つ用意する。演示実験で用いる傾斜板を図

7に、試走や記録に用いる傾斜板を図8に示す。

子どもの発達段階に即したものづくり教育の提案
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・高い方が遠くまで進むと

答える子どもが多いと予

想される。

・指導者は坂の下に箱を置

き、車の位置エネルギー

を箱に伝えるように実験

する。

実験２：「高い位置からスタートする車」と「低い位

置からスタートする車」では、どちらの方

が遠くまで進むだろう？

・前回の実験結果と同様に

なると答える子どもが多

いと予想される。

・距離を測り、高い位置か

らスタートさせた方が遠

くまで車が進むことを確

認する。

実験３：「重い車」と「軽い車」ではどちらの方が箱

を遠くまで運ぶだろう？

・重い車の方が、力が強そ

うと感じる子どもと、重

さは関係ないと考える子

どもがいると予想される。

・坂の下に箱を置き、車の

エネルギーを箱に伝える

ように車を発進させる。

・重い方が箱を強く押し、

遠くまで運ぶエネルギー

をもっていることを確認

する。

実験４：「重い車」と「軽い車」ではどちらの方が遠

くまで進むだろう？

３．土台をつくる。

①ペットボトルにきり

で穴をあけ、竹ひ

ごとストローを刺す。

②スポンジの中心を

探し、ペットボト

ルで印を付けてス

ポンジを繰り抜く。

③ペットボトルに両

面テープを貼り、

スポンジとペット

ボトルのキャップ

を付ける。

15分

・前回の実験と同様に重い

車の方が遠くまで進むと

考える子どもが多いと予

想される。

・重い車の方が遠くまで進

まないという結果になる

が、なぜそうなるのかを

考えさせる。

・摩擦について同じ形で重

さが違うものを滑らせな

がら説明する。

・ペットボトルの中心に穴を

開けるために、中心がわか

る紙を置き、穴を開ける

ようにする。

・スポンジの中心を見つけ

るのは子どもにさせる。

・土台とタイヤを付ける時

には、補助する。

・竹串がまっすぐ刺さって

いるかを子どもと確認し、

接着剤を付け、丸シール

を貼る。

・まっすぐ走っているか、

④土台にストローを

貼り付ける。

ぐらぐらしていないかな

どを確認する。

実験５：同じ重さだが、車体の形が変わると進む距

離も変わるのだろうか？

４．車体を作る。

・どのようにすれば

遠くまで進む車を

つくることができ

るかを考える。

・試走させて改良す

る。

５．レースをする。

15分

5分

・同じ重さの箱だが、土台

に付方の違う車を走らせる。

・車体の形が変わることで

進む距離が違うこと感じ

させる。目に見えないが、

車は空気抵抗を受けてい

ることを伝える。レーシン

グカーなど高速で進む車の

場合は、空気抵抗を減ら

そうと車の形を流線型に

していることについて、掲

示物を見ながら説明する。

・工作用紙やプラスチック

段ボール、発泡スチロー

ルなど様々な材料がある

ことを知らせ、自由に使

わせる。

・何度か走らせてどこまで

進むかをチェックし、マ

スキングテープを貼る。

・車体をつけすぎて、遠く

まで進まず困っている場

合は、タイヤを改良する

ことを提案する。

・出来上がったらコースで

走らせて記録を取る。

・進んだ距離を認定書に書

き、国内の自動車メーカー

Aなどの子供向けのサイ

トを紹介する URL集と

ともに子どもに渡す。

・実際の車について掲示物

を注目させながら説明する。



これらの傾斜板は、板材（MDF：910㎜×3640㎜×

5.5㎜）を並べたコースの両端に常設しておく。演示

実験で用いる傾斜板は、高さ約95㎜と約40㎜のもの

を並べ、試走や記録に用いる傾斜板は、高さ約80㎜

である。コースの全体図を図9に示す。

（2）演示実験で用いる教材

車を作る上で検討することが求められる位置エネル

ギーと運動エネルギーの関係や、重さと摩擦の関係に

ついて理解を促すための実験を行う。その際に用いる

教材を図10に示す。

実験1：「高い位置からスタートする車と低い位置

からスタートする車ではどちらの方が箱を遠くまで運

ぶだろう？」では、車Aを図7で示した高さが異な

る傾斜板から走らせ、傾斜板の下に設置した箱に衝突

させて、その箱が進む距離を比較する。

実験2：「高い位置からスタートする車と低い位置

からスタートする車ではどちらの方が遠くまで進むだ

ろう？」では、傾斜板の高さの違いによる車Aの進

む距離を比較する。

実験3：「重い車と軽い車ではどちらの方が箱を遠

くまで運ぶだろう？」では、図8の高さ約95㎜傾斜

板から図10に示した重さが異なる車A・Bを走らせ、

傾斜板の下に設置した箱に衝突させ、箱が進む距離を

比較する。

実験4：「重い車と軽い車ではどちらの方が遠くまで進

むだろう？」では、重さの異なる車A・Bの進む距離を

比較する。以上の実験1～4の結果を表3に示す。

基本形となる土台の製作後、車体と空気抵抗につい

ての実験5：「同じ重さだが、車体の形が変わると進

む距離も変わるのだろうか？」を行う。その際に用い

る教材を図11に示す。

魚住 明生・池沢 広美

―466―

図8 試走・記録で用いる傾斜板

図7 演示実験で用いる傾斜板

図9 コース全体図

図10 実験1～4で用いる教材

（無荷重の車：車Aと荷重有の車：車B、車を衝突させる箱）

車B

車A

箱

表3 実験1～4の結果とねらい

実験 結 果 ねらい

1 高い坂からスタートした車の方が箱

を強く押し、箱は遠くまで進む。

位置エネル

ギーの理解

2 高い坂からスタートした車の方が遠

くまで進む。

3 重い車の方が箱を強く押し、箱は遠

くまで進む。

重さと摩擦

の関係の理

解4 軽い車の方が遠くまで進む。



車Cと車Dが進む距離を比較すると、車Cの方が

遠くまで進む結果になる。同じ重さのうちわであるが、

車への付け方によって空気抵抗が異なり、進む距離に

違いが生じることがわかる。

（3）車の作り方説明書

製作には、車づくりの土台となる部分の作り方を示

す説明書を用いる。この詳細については資料2に示す。

（4）掲示物

演示実験と関連した掲示物を作成した。具体的には、

レーシングカーと乗用車の重さや形を比較することで、

レーシングカーが速く走る理由がわかる内容となって

いる。なお、この掲示物（A0サイズ）を演示実験付

近に掲示する。

５．子どもの発達段階に即したものづくり

での教材の有効性の検証

題材「ひらめきおもちゃづくり－オリジナルの車を

作ろう－」での教材の有効性について検証する。

５．１ 検証方法

本題材での教材の有効性を検討するため、三重大学

で行われた科学の祭典（2013年11月16日・17日）

において、小学生までの子ども43名を対象に実践し

た。内訳は、幼児4名、小学校低学年11名、小学校

中学年22名、小学校高学年7名である。教材の有効

性については、実践後に行う質問紙（資料3）を用い

たアンケート調査やビデオカメラによる活動の録画、

子どもの製作品などを分析し、検討する。

アンケート調査の質問事項は、問1として「車作り

が楽しかったですか」に対して、4件法（とても楽し

かった・まあまあ楽しかった・あまり楽しくなかった・

全然楽しくなかった）で回答を求めた。問2として

「車づくりではどのようなところが楽しかったですか」

を設定し、本実践で想定した『実験的ものづくり』

『試作的ものづくり』『遊び道具的ものづくり』『表現

的ものづくり』の中から複数回答を求めた。問3とし

て「車作りで難しかったことや困ったこと」を設定し、

あてはまるものについて複数回答を求めた。最後に、

問4として「今日のものづくりをして、次はどのよう

なものづくりに挑戦してみたいですか」という設問を

設定し、本実践で想定した4つのものづくりの中から

回答を求めた。なお、車づくりにおいて1番楽しかっ

たところと、1番難しかったことや困ったところにつ

いては自由記述で回答を求めた。

５．２ アンケート調査結果の考察

問1の車づくりへの興味・関心の結果を図12に示す。

ほとんどの子どもが楽しかったと回答している。こ

のことから、本題材は幅広い発達段階の子どもにとっ

て受け入れやすいものであったと考えられる。

次に、問2の車づくりで子どもが1番楽しいと感じ

た活動の結果を図13に示す。なお、このグラフは、

年齢別に一番楽しかったと答えたものづくりの割合を

表している。また、幼児からは回答を得ることが困難

であったため、小学生の結果のみを示す。

子どもの発達段階に即したものづくり教育の提案
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図11 実験5で用いる教材

（空気抵抗を受けにくい車：車Cと空気抵抗を受けやすい車：車D）

車C 車D

図12 車づくりへの興味・関心

図13 車づくりで子どもが1番楽しいと感じた活動



どの学年段階においても、作った車で周りの友達と

遊ぶことが一番楽しかったと答える子どもはいなかっ

た。この要因として、本実践では初対面の子どもたち

が集まったことや、指導者が1対1で指導を行ったた

めに、子ども同士の関わりが少なくなったことが考え

られる。そのため、子ども同士で一緒に遊ぶまでには

至らなかったため、このような結果になったのではな

いかと推察される。

実験を基にして作ることが1番楽しかったと答えた

子どもは、どの学年段階においても約1/4程度いるこ

とが分かった。小学校において実験や観察を行う学年

は3年生からであるが、子どもの興味・関心が高い車

づくりと関連させることで実験に対しても意欲が高ま

り、さらにその実験結果をものづくりに活かすことが

楽しいと感じる子どもが増えたのではないかと考える。

さらに、各学年段階での特徴として、小学校高学年

では『試作的ものづくり』の割合が43％と他の学年段

階に比べて高いく、小学校中学年では『表現的ものづ

くり』が1番楽しかったという割合が高いことが示さ

れた。これらのことをさらにアンケート調査での自由

記述を基に検討する。この詳細を表4・5に示す。

小学校低学年では、タイヤについての記述が多く示

されたことから、タイヤを作ることそのものを楽しみ、

自分で作ったものが実際に走ることで達成感を感じて

いることが窺える。また、困難な場面として、ペット

ボトルのキャップにきりで穴をあけることを挙げてお

り、小学校低学年の子どもには難しい作業であったと

推察される。以上のことから、小学校低学年において

は、自分のイメージを表現するかざりづけや、遠くま

で走るための改良を行うには製作時間が短かったので

はないかと考える。

小学校中学年の子どもは参加人数も多く、様々な記

述が見られた。中でも装飾についての記述が多いのが

特徴的であり、『表現的ものづくり』が1番楽しかっ

たという問2の結果とも符合する。しかし、かざりづ

けるなどの『表現的ものづくり』についての記述だけ

でなく、「風」という言葉を用いていることから、実

験や生活体験などを基に車の形を考慮して作っている

ことが推察される。その他にも、工具使用に対して積

極的であることや、指導者との関わりを楽しみながら

ものづくりをしていたことが窺える。

小学校高学年の1番楽しかったことの記述において、

「車の仕組みなどを知れた。」とあり、自動車のカタロ

グや掲示物を自由に見ることにより、おもちゃの車を

作ることにとどまらず、実際の自動車に対しても興味・

関心を高めることができたのではないかと考える。

タイヤについてはどの学年段階においても困難を感

じているが、小学校高学年の記述には「車輪の穴をあ
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表4 車づくりで1番楽しかったところ（自由記述）

学
年 内容（人数） 1番楽しかったところ

小
学

校
低

学
年

【タイヤ】3名

【達成】 2名

【装飾】 2名

【改良】 1名

【構想】 1名

・タイヤをつけるとこ。

・タイヤをはめるとき。

・車のたいやをつけるところ。

・自分で思ったことをさいげん

できたこと。

・とおくまではしること。

・かざりつけが楽しかった。

・かざりつけのところがたのし

かった。

・かいりょうするところ。

・くみたてる時どんな車をつく

ろうか考えた時。

小
学

校
中

学
年

【装飾】 4名

【工具･技能】3名

【装飾･記録】2名

【実験】 2名

【達成】 2名

【支援】 2名

【その他】2名

【試作】 1名

・すきな動物がのっている車を

作ったのが楽しかった。

・かざるところがたのしかった。

・かざりづけの工夫を考えたと

ころ。

・車のかざりつけ。

・きりであなをあけたところ。

・キャップにあなをあけたりす

るところ。

・自分の車は竹ひごを通すとこ

とかタイヤにさすところむず

かしくて、楽しかったです。

・いろいろなどうぐで、かざり

づけてすすむ長さをはかると

ころ。

・風を考えて、僕が好きなキャ

ラクターをかいて222cm行っ

たことがうれしかったです。

・車のボデーに風があたらない

ように作ること。

・実験でおそわったことをもと

に作ること。

・作った車を動かすところ。

・車を転がしたこと。

・工作が好きで、お兄さんがおも

しろくて（しんせつだった）!

・お兄さんが親切だった。

・かざりつけは時かんないにできな

かったけど楽しかった!!

・モーターをつくることがたの

しかった。

・思ったことをためして作るこ

とが楽しかった。

小
学

校
高

学
年

【装飾】 2名

【知識理解】1名

【実験】 1名

【試作】 1名

【達成】 1名

・かざりつけが楽しかった。

・かざりつけを考えたところ。

・車のしくみみなどをしれた。

・実験を見て考えて、自分で作っ

たりできる所が面白かった。

・ためして走らせるのが楽しかっ

た。

・じぶんがつくったくるまをは

しらせる所。



けすぎたこと。」と示されているように、上手くいか

なかった原因について自分なりに理解していることが

窺える。このような場面で、指導者が、「どうすれば

よいと思う。」と問いかけ、考えさせることで、創造

性を高めていく可能性があると考える。また、難しかっ

たところと楽しかったところが共通するものも多くあ

り、困難な課題に取り組むことも興味・関心を高める

上で重要な要素であると考える。

５．３ 行動観察からの考察

ビデオ録画による行動観察から、遠くまで進む車を

作ろうと何度もコースで試し、改良をしている子ども

の姿はあまり見受けられなかった。これは、基本形と

なる土台やタイヤを作るのに予想したより時間がかか

り、改良を繰り返す時間を確保することができなかっ

たことや、車体を作る動機づけが不足したことが要因

であると考えられる。この他に、土台となるプラスチッ

ク段ボールを加工している子どもが少なかった。製作

する前に構想する時間を設定しなかったため、作る車の

イメージをもたずに作り始めた子どもは、土台を加工せ

ずにタイヤを付けることになった。タイヤがついた状態の

土台は加工することは困難であり、このような結果になっ

たと推察される。説明書の手順の改善が必要である。

５．４ 製作品の考察

子どもの製作品例を、図14に示す。

Aの車は、実験結果から滑らかな車体を作ろうと

していることが窺える。Bの車は、スポーツカーの車

体の形を参考にしていると推察される。また、Cの車

のように好きな動物やキャラクターを乗せて走る車を

作る子どもが多くいた。これらの子どもは、自分のイ

メージを表現することを楽しみながら車を作っていた

と考えられる。以上のことから、成果として、まず子
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表5 車づくりで1番難しかったところや困ったところ

（自由記述）

学
年 内容（人数） 1番難しかったところや困ったところ

小
学

校
低

学
年

【工具・タイヤ】

3名

【修理】 1名

【構想】 1名

【装飾】 1名

・きりであなをあけるのがむず

かしかった。

・きりをつくること。

・タイヤをつけるところ。

・かざりがくずれてしまった。

・おもさをかんがえること。

・ぬりえ

小
学

校
中

学
年

【工具・タイヤ】

6名

【構想】4名

【材料加工・

巧緻性】3名

【改良】2名

・タイヤを作るのがむずかしかった。

・タイヤにあなをあけること。

・かたかったです。

・キャップにあなをあけること。

・きりで穴をあけること。

・タイヤをペットボトルのフタ

にはめるのがむずかしかった。

・車のデザイン。

・車の形を考えることがまよっ

た。

・かざりの大きさを決めるのが

むずかしかった。

・ざせきが風を考えて作れなかっ

たこと。

・いろいろなどうぐをはる、か

くこと。

・ねんどをつくるのがむずかし

かった。

・ストローを同じ長さに切るこ

とがむずかしかった。

・ぼくは思いどうりに作ったん

だけど、なかなか走らなかっ

たので、なおすのがむずかし

かったです。

・あまりすすまなかった。
小

学
校

高
学

年
【タイヤ】3名

【構想】2名

【材料加工・

巧緻性】2名

・タイヤの作る時。

・タイヤがうごかなかったところ。

・くるまのしゃりんにあなをあ

けすぎた所。

・形を考えるまでに時間がかかっ

たところ。

・車の形を考えることがむずか

しかった。

・きれいに正確に作ることです。

・ねんどがひっつかなかったこと。

図14 子どもの製作品例

A

B

C



どもの主体性を重視したものづくりを行うことで、か

ざりつけなどの表現を楽しみながら実験の結果を活か

したものづくりを行うことができた。また、車づくり

と関連させることで、小学校低学年でも実験を用いた

ものづくりへの興味・関心が高まるのではないかと推

察される。次に、作るものはおもちゃであるが、掲示

物などを用いることで実際の自動車などのものづくり

に関して興味・関心をもつ契機になるのではないかと

考える。

６．おわりに

本研究は、ものづくり教育を子どもの発達段階から

捉え直すことで、ものづくりへの関心・意欲を高め、

継続的な発達を促すとともに、教科の目標をより良く

達成することができるものづくり教育を提案すること

を目的として行った。まず、ものづくり教育を子ども

の発達段階の視点から検討した。次に、小学生までを

対象にものづくりについてのアンケート調査を行い、

子どもにおけるものづくりに対する意識や意欲につい

て分析した。これらの検討結果を基に、小学校低学年

から高学年までの幅広い発達段階の子どもに即したも

のづくり教材を開発した。さらに、この教材を用いて

実践し、有効性を実証的に検討した。これらの結果を

まとめたものを以下に示す。

（1） 子どもの発達段階とものづくりの検討

これまでに行われているものづくりについて分析を

行った。まず、幼稚園や小学校、中学校で行われてい

るものづくりを大きく『表現的ものづくり』『遊び道

具的ものづくり』『生活道具的ものづくり』『試作的も

のづくり』『実験的ものづくり』『工学的ものづくり』

『文化的ものづくり』の7つに分類し、これらのもの

づくりを認知的発達段階と社会的発達段階により位置

づけることができた。なお、これらのものづくりは重

なる部分が多くあり、相互に関連していると考えられ

る。

（2）子どもにおけるものづくりに対する意識・意欲に

ついての検討

乳児から小学生までの子どもにものづくりについて

のアンケート調査を行い、子どものものづくりに対す

る意識と意欲について検討した。この結果から、子ど

もは『表現的ものづくり』を起点に、様々なものづく

りを行うようになると考えられる。また、ものづくり

をする際に遊びを取り入れることで、興味・関心がよ

り高まると考えられる。この他に、ものづくりをして

いて楽しいと感じるときについては、「改良」に対す

る興味・関心を示す値が年齢が上がるごとに増加傾向

にあることから、幅広い発達段階の子どもを対象に

「改良」を行うことができる教材を用いることは、も

のづくりへの興味・関心を高める上で有効ではないか

と考えられる。これらの結果から、子どもに即したも

のづくり教材を提案することとした。

（3） 子どもの発達段階に即した教材の開発

（2）での検討結果を基に、幅広い発達段階の即した

教材を開発し、学習過程することができた。この教材

の特徴について以下に示す。

・車体となる部分に材料には工作用紙や色画用紙、紙

粘土、割りばしなどの様々な身近な材料を用いて、

各自オリジナルの車を作ることができる。

・「位置エネルギーと運動エネルギーの関係の実験」

や「重さと摩擦の関係についての実験」、「空気抵抗

についての実験」など様々な実験での結果を基にし

て、車づくりを行うことができる。

（4）開発した教材の有効性の検証

（3）で提案した教材を基にして、小学生までを対象

に実践を行った。アンケート調査やビデオによる録画、

子どもの製作品などの分析により、次のことが明らか

になった。

・おもちゃの車作りに対して多くの子どもが興味・関

心を示すことがわかった。

・子どもの主体性を重視したものづくりを行うことで、

かざりつけなどの表現を楽しみながら、実験の結果

を活かしたものづくりを行うことができた。

・ものづくりと関連させることで、小学校低学年でも

実験を用いたものづくりに興味・関心を示した。

・掲示物を用いることで、おもちゃ作りにとどまらず

実際のものづくりに対して興味をもつきっかけになっ

た。

今後の課題として、次のことが挙げられる。

・周りの友達と関わりながら遊ぶことができるように

時間の確保や記録の取り方、遊びのルールなどを改

善する。

・改良して作り込むことを目標にする場合、思い通り

にいかない子どもに対する支援について検討する。

・演示実験の結果と実際に子どもが作った車の結果が

異なる際の対応を明確にする。

今後は、これらの知見を基に、題材や学習過程、教

材をより良いものにし、子どもの発達段階に即したも

のづくり教育について学校現場でさらに研究を進めて

いく。

附記

本論文は、池沢広美の作成した論文（2013年度三

重大学教育学部卒業論文）を基に、指導教員であった

魚住明生がまとめ直したものである。
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資料1 ものづくりに関するアンケート調査での質問紙
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資料2 ものづくり教育実践での車づくりの説明書
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資料3 ものづくり教育実践におけるアンケート調査での質問紙




